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タン′ヽ夕質あ分子構造と―機能 I
(鰤鐵
"

前回まで島内教授がケツプリ,ジ藉晶データを用ぃて

種々の低分手イヒ谷物の分子構造を霧かれたので,今度は|

夕|ン ′ヾ夕質を取リーあげるこ:とにする.タン′ヽ 夕ヽ質の結晶
議進,データは|ブルックヘプン

ー
日立研究F~Iで集められ,ケ

ンブリッジの場合と同様磁気テープに収録されて世界申

の研究者に配布されている。.この事業は今年|から同研究

所の■F`KOetZle‐ 博十を中心:とするグ71/―プによつて

て本稽的に進められており,現鷹約60種類のタン´ヾ夕に

関する.デーダが集めら,れている,我
“

l・■このデ‐夕を不u

用する|ための種■|のプログラムを作成中であり。ここで

はその―mIと してサー■ライシンの活FL申心附近の
1立体

図を描いてみた。

す一モライシンは日本の温泉に生息するB,thermo‐=

口oteo駆ictt fROkko)と いう耐熱性綱菌から得らiれる

ノンパク質分解曝 ■ 分子量34,60∝ 活性申心に重鉛

ィオン 11同を持.っ てい|る .。 結縦 はBコl Mattews
‐ら|に よって萌らかにされたちアミノ麟 碁は316.あ り,

とても全部は描ききれなぃので,菫鉛イオ|ンから約10A
以内にあるアミーノ酸残基を描いたものがこの図■‐活性

部婉 ぽ全体が含まれ

…

る。II鋒 (図中央のやや大

善な丸)には 2個のヒステジン (図の中央下都と1若芳の

,員環)と外ルタミン鬱ユ籠 (中央)が配位し,こ こに
基質のベプチド豪がか てくると,も

―う1個のグルタミ
ン酸 (右下隅)とチロシン (図上部,6具環綱 曝華

直に,なっている)が機■ヽて加水分解反応が促進さ操るも
のと考えられてぃる.。 また基質の結合には左下のア|ルギ

■ンや左申央にある.も う1個のしステシンが関係してい

る可能性がある。   牲 物化学数室 口睛三生)
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